













A SYSTEM FOR INFORMATION-INTEROPERABLE SUPPLY CHAIN MANAGEMENT 








In manufacturing industry, RFID is used for effective production management and supply chain 
management. In order to implement RFID to production management systems, it is required to make a lot of 
customization that affects additional time and cost expenses. This paper proposes simple middleware modules 
and web applications to use RFID in small-and-middle-sized manufactures (SMEs). The modules can work in 
accordance with the existing systems so as to reduce the implementation cost. Then, this paper proposes a 
whole system with the modules, and a prototype system is illustrated that it is available for production 
management and supply chain management.  

































・ 新しい機材は使わない．（RFID，RFID R/W 以外） 




る手法として 2 つの手法を提案する．まず，RFID の読み
書き機能を実現するためのクラスライブラリの構築方法
を提案する．これを，多くの中小製造企業で既存業務ア

























































表 1 関数仕様（API） 
関数 引数 説明 
ConnectRW ① ポート番号 RFID R/W の通信開始 
DisconnectRW ① ポート番号 RFID R/W の通信終了 
InputRFID － 
RFID 読込時イベント 
戻り値は RFID の ID 
OutputRFID 
① ID 
② 工程 ID 
③ 完了成否 
指定 RFID へ書込 
工程 ID と完了成否，書
き込み時刻を記録 
InitializeRFID ① 生産 ID 
RFID 内のデータ消去， 
生産 ID を書き込み 
 
（５）RFID記録形式 
RFID は FeliCa 規格のものを使用する．FeliCa では，
メモリ領域を 16Byte のブロック単位で管理する 4)．本
クラスライブラリでは，24 ブロックの計 384Byte の領域
を使用する． 
RFID の書き込みは，最初の 1 ブロックに生産 ID を記
録し，以降のブロックは 1 ブロックにつき 2 つのデータ
を格納する．データ内容は，1 から 3 バイト目までを工
程 ID，7 バイト目までをその工程の実施時刻，8 バイト
目に工程完了成否情報を記録する．9 から 16 バイト目に
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同様に次の工程のデータを記録し，次のブロックへ進む．
以下，工程が進むごとにこの 8Byte のデータを追加する． 
 























































































処理を行う．取得したデータは HTTP リクエストの POST
メソッドを利用して Java アプリケーションに送信する． 
 
 






表 3 実績登録情報 
項目 説明 
データ ID データの ID（主キー） 
ユーザアカウント 登録したユーザ情報 











RFID リーダ/ライタは PC と USB 接続され，RFID と無線通
信を行う．また工場内の各 PC は LAN 回線で接続され，ル
ータを通してインターネットに接続されている．また社
外の任意の PC を利用できるが，PC はインターネット接
続可能で，ウェブブラウザがインストールされており，
RFID リーダ/ライタが USB 接続されているものとする． 
 
 








PC には RFID リーダ/ライダが接続され，業務アプリケー














ョンとして Microsoft Office Excel を使用し，クラウド
サービスは Google から提供されている Google App 



















図 10 実験装置 
 














み込み時に RFID の ID と読み込み時刻を自動的に入力し，
同時に RFID に対して生産 ID を書き込む処理をするよう
プログラムを記述した．その後，RFID を読み込ませると，
指定した行に正しく入力が行われた．また RFID 内のデー
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